
令和４年９月２２日  

 

 

教 育 委 員 会 定 例 会 

 

 

１  開  会  

 

２  報  告  

報告第  ９  号  教育委員会８月定例会の会議録について  

 

３  その他  

 (1) 令和４年第３回市議会定例会について  

 (2) 令和５年度日立市立幼稚園等の園児募集について  

 

４  次回の教育委員会の日程について  

   令和４年１０月２７日（木）  午後１時３０分から  

   日立市役所  ３０４・３０５号会議室  

 

５  閉  会  



報告第  ９  号   

 

   教育委員会８月定例会の会議録について  

 

 教育委員会８月定例会の会議録について、別紙のとおり報告するもの

とする。  

 

      令和４年９月２２日提出  

 

                日 立 市 教 育 委 員 会 

                教 育 長  折 笠 修 平 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

教育委員会会議録（８月定例会） 
 

 

 

日  時       令和４年８月２５日（木） 

           午後２時３０分から午後３時３８分まで 

 

場  所       日立市役所 ３０４・３０５号会議室 

 

出席委員       教育長                 折笠 修平 

           教育長職務代理者            中村 雅利 

           委 員                 朝日 華子 

           委 員                 小野 智久 

 

欠席委員       委 員                 上村 由美 

 

委員以外の出席者   理事                  窪田 康德 

           総務課長                松本 賢吾 

           学校施設課長              高瀬  稔 

           学務課長                芳賀 友博 

           学務課課長               酒地 康彦 

           学校再編課長              渡邊 鏡子 

           生涯学習課長              信太  誠 

           スポーツ振興課副参事          市原 慎也 

           指導課長                多田 賢一 

           記念図書館長              赤津 光司 

           郷土博物館長              宮内 雅弘 

           北部学校給食共同調理場長        石川  渉 

           教育研究所長              横山 宏栄 

           総務課副参事(兼)庶務係長        西  勇人 

           総務課副参事(兼)計画財務係長      高橋美奈子 

           総務課主幹               澤田 貴子 

           総務課主事               佐藤 友香 

 



 

議  事 

 

 報 告 

 報告第 ８ 号 教育委員会７月定例会の会議録について 

 

 議 案 

議案第３４号 教育委員会の権限に属する事務の管理及び執行の状況の 

点検及び評価の結果に関する報告書の作成について 

議案第３５号 令和４年度教育委員会９月補正予算の提案について 

議案第３６号 （仮称）会瀬スポーツ広場整備事業グラウンド整備工事 

の請負契約の締結について 

 

 その他 

 (1) ２０２３年新成人記念事業について 

 (2) 小学校プール活用事業の実施結果について 

 (3) 電子書籍貸出サービス事業について 

 (4) 県・市指定文化財等の寄託について 

 

 

  



 

会 議 の 概 要 

１  開  会  

教 育 長 ただ今から、教育委員会８月定例会を開会します。 

 

本日は、傍聴希望者が６名おります。 

傍聴を認めてよろしいでしょうか。 

 

全 委 員 結構です。 

  

 

２  報  告  

報 告 第 ８ 号 教育委員会７月定例会の会議録について 

教 育 長 

 

まず、報告第８号について、御意見等はございませんか。 

 

全 委 員 特にありません。 

 

教 育 長 

 

 

それでは、本件については、承認されました。 

 

 

３  議  案  

議 案 第３４号 教育委員会の権限に属する事務の管理及び執行の状況の点検及

び評価の結果に関する報告書の作成について 

教 育 長 

 

 

総 務 課 長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

続いて、議事に移ります。 

議案第３４号について、総務課長から説明をお願いします。 

 

 地方教育行政の組織及び運営に関する法律の規定に基づき、教育

に関する事務の管理及び執行の状況の点検及び評価の結果に関す

る報告書を、議会に提出、公表するため、作成するものです。 

本日は、外部評価として３人の点検評価委員から頂いた御意見を

中心に説明いたします。なお、御意見を頂くに当たりましては、点

検評価委員への事務局からの内部評価の説明及び点検評価委員と

教育長との意見交換を経ております。 

点検及び評価の概要について、点検評価委員からの御意見を中心

に説明いたします。 

確かな学力の育成では、「初任者対象の研修を始め、様々な教員

研修により一定の成果が上げられたと思われるが、今後も引き続

き、授業改善や教材研究を進め、質の高い研修を更に望む」との御

意見を頂きました。また、「ＩＣＴ教育の推進に当たっては、教師



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

側のＩＣＴ教育の必要性、技術の向上も課題である」旨、御意見を

頂きました。 

教育環境の向上では、「学校再編計画に関しては保護者の関心も

高く、具体的に進める上で、引き続き丁寧な対応をお願いしたい」

などの御意見を頂きました。 

放課後や休日の活動環境の充実では、放課後子ども教室の推進に

関して、「新規教室の開設など拡充が進んでおり、今後も進めてい

ただきたい。同時に活動内容について、体験の充実なども検討いた

だきたい」との御意見を頂きました。 

文化財の活用では、「長者山遺跡を始めとする文化財について、

引き続き、啓発、環境整備をお願いするほか、近隣市町村や県と連

携した特別展などを企画してはどうか」といった御意見を頂きまし

た。 

スポーツの振興では、「スポーツ施設の整備が進み、利便性が向

上しており、今後も施設の改善、修繕等に取り組んでいただきたい。

市民へのスポーツに関する情報提供や健康増進につながる企画等

も計画していただきたい」との御意見を頂きました。 

未来を拓く力を育む学校教育では、「科学学習の推進は、ひたち

らしい先進的な取組。人材育成や確保を図り、施策の充実を望みた

い。ＩＣＴ活用が進む中で、体験型、実践型の学びの重要性がます

ます必要になってくるのではないかと考える」との御意見を頂きま

した。 

生きがいや喜びを見出す生涯学習では、「職業探検少年団や、子

どもの読書活動を今後も推進いただきたい」との御意見を頂きまし

た。 

健康と活力を生み出すスポーツでは、「幼児期からの運動習慣や、

子どもの頃に一流の選手を見たり、触れ合うことは、スポーツに興

味・関心をもつことにつながる」といった御意見を頂きました。 

続いて、報告書全体に対する御意見です。 

まず、柴田委員からは、「令和の日本型学校教育の実現に向けて、

教員の育成が急務である。基礎学力の定着期といわれる小学校中学

年の担任教師への研修体系を講じていただきたい」、「教員の長時間

勤務については、様々な要因が関連し、容易には解決できない課題

だが、市町村レベルでの人的・物的支援を講じ、改善に努めていた

だきたい」との御意見を頂きました。 

次に、飛田委員からは、「放課後や休日の活動環境の充実につい

ては、保護者のニーズに沿った拡充も大切だが、子どもたちの気持

ちや考え方にも十分配慮し、保護者と過ごす時間を確保するため、

親子で楽しむ企画などの充実も検討いただきたい」、「ＩＣＴを活用

した授業が進む中で、体験型、実践型の学びの重要性が増すことを

理解して進めてほしい。その他、特別に配慮が必要な子どもの支援

や保護者への相談体制等の充実を期待したい」との御意見を頂きま



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

委 員 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

指 導 課 長 

 

 

 

 

 

した。 

最後に、金丸委員からは、「ＩＣＴ活用については、当初は各校

で試行錯誤があるように感じられたが、徐々に様々な授業に活用さ

れ、内容も向上し、学習の大きな助けになったと感じている」、「コ

ロナ禍において、本市でも教育に関わる事業を実施するために、工

夫を重ねていることが感じられた。中止せざるを得ないものもあっ

たが、このような中でも子どもたちはたくましく、楽しみを見付け

順応しながら過ごしている。子どもたちへの多くの支えに感謝した

い」との御意見を頂きました。 

概要の説明は以上ですが、今回、点検評価委員から頂きました御

意見を踏まえ、今後の事業にフィードバックしながら、引き続き、

本市の教育行政の推進に努めてまいります。 

なお、議会への報告は、９月を予定しており、その後、市ホーム

ページで公表をいたします。 

 

 まず、評価項目がきちんと施策に対応しており、項目立てが適切

であると思いました。核心を突いた項目立てをして、それに対して、

きちんと内部評価をしていると感じます。施策の目標指標をおおむ

ね達成できているような状況でしたので、課題もまだまだあると思

いますが、良かったのかなと思います。また、外部の点検評価委員

の方々から、本当にきちんとした意見が頂けたのではないかと思っ

ております。しっかり丁寧に読み込みをされて、課題も提示されて

いますので、それぞれ３人の委員から出された課題については、真

摯に受け止めて、是非、これからの事業や施策の推進に生かしてい

ただければと思います。是非、よろしくお願いいたします。 

教育環境の向上についての外部評価の中で、「通知表の記載項目

の見直しに伴う面談については、学年の後半で、子どもの様子を知

ることができて、子どもが成長した点や今後の課題について理解す

ることができ、親子にとってもプラス面が大きい、今後も続けても

らいたい」という意見がありました。それぞれの学校で面談をやっ

ているかと思いますが、面談が非常に効果的であるということで、

大変良かったです。質問ですが、通知表の記載項目の見直しとは、

具体的にどのような見直しを行ったのですか。また、見直したこと

によって、面談が効果的に行われたと読み取れるのですが、その辺

について、具体的に説明をお願いします。 

 

通知表の記載項目の見直しというところでございますが、今まで

は、通知表の所見の欄は、学期ごとに記載をしていましたが、昨年

度から、１学期、２学期は、通知表の所見を記載しないで、代わり

に面談を実施しております。３学期は、学年を通して、通知表に総

合所見を記載するということになっております。今までの所見は、

学校から保護者へ一方通行のような形でしたが、学期ごとに面談を



 

 

 

 

 

 

委 員 

 

 

 

 

 

 

 

 

指 導 課 長 

 

 

 

 

 

 

 

委 員 

 

 

 

委 員 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学 務 課 長 

 

 

 

することで、双方向の意見交換ができているという話も聞いており

ます。子どもたちのその時その時の様子をタイムリーに保護者に伝

え、次学期に向けて、一人一人を見て、寄り添っていくという点で

は、良かったのではないかと思っております。 

 

よく分かりました。１学期、２学期は、所見を書かないというこ

とは少し聞いていました。そうすると、３学期だけ所見を書くとい

うことになりますが、一方通行ではなく、面談でもって、双方向で

子どもの様子を伝えることができるという点で、面談は良いと思い

ます。ただ、１学期が終わり、夏休みに各学校で面談をして、また、

３学期の終わり頃にも面談をやるとなると、面談の回数が２回、３

回と多くなるので、時間を確保できるのかどうかが少し心配です。

その辺のところがどうなのかをお聞きしたいです。 

 

時間の確保については、各学校で工夫をしております。１学期末

の面談は、夏休み中に行う学校がほとんどだと思います。夏休み前

半又は中学校においては、夏休み前半は総体等の大会がありますの

で、夏休み後半に行うということです。２学期においては、中学校

の場合、進路に関する面談や三者面談が行われていますので、それ

に兼ねて行っています。このように、時間数については、工夫しな

がら行っているという状況です。 

 

面談の時間がきちんと確保できているのであれば、それで良いと

思います。今は、家庭訪問がないという状況ですので、そういう形

で進めていただければと思います。 

 

点検評価委員の御意見、また、各項目における今後の取組の方向

性にありますように、ひたちらしい教育を持続可能なものにしてい

くために、人材確保というところがキーポイントになっているので

はないかと思います。具体的には、ＩＣＴの能力、英語、プログラ

ミング、地域コーディネート力、部活の指導力など、能力面もそう

ですし、幅広い年齢の地域社会の人々をどれだけ取り込めるのか、

協力いただけるかといったことが大事なのではないかと思ってお

ります。それに伴いまして、特別免許状制度というものもあるらし

いのですが、そういった外部の方々に協力いただけるような制度の

良い点、悪い点、また、日立市における利用状況等をお聞かせいた

だきたいと思っております。よろしくお願いします。 

 

特別免許状でございますが、教育免許状を持っていない優れた知

識、経験等を有する社会人等を教員として迎え入れることにより、

学校教育の多様化への対応やその活性化を図るため、授与権者、い

わゆる県教育委員会が行う教育職員検定により、学校数、教科ごと



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

委 員 

 

 

 

 

教 育 長 

 

 

全 委 員 

 

教 育 長 

に授与する教諭の免許状で、昭和６３年に創設されたものです。 

まず、日立市における特別免許状の活用状況についてですが、現

在、県の採用試験においてスペシャリストを対象とした特別選考枠

で、助川中学校に英語の教員が１名入っております。以前、ＡＬＴ

として、市内小・中学校で活躍されていた先生なのですが、現在、

助川中学校で英語の教員として活躍していただいております。 

次に、良い点、悪い点については、助川中学校の英語教員に関す

る内容になりますが、子どもたちが専門的な発音や知識を直に学ぶ

ことができるのは良いところだと思います。一方、１人で授業を行

うときに、授業のノウハウ、また、実際に成績を向上させるなど、

そういったことは業務をこなしながら学んでいくところになるの

ではないかと思います。 

特別免許状については、県教育委員会が行う採用試験を経て、授

与されるということなのですが、今後、もし、そういった方を対象

として人材確保に取り組んでいけるのであれば、市でも予算という

面も含めまして、検討を進めていきたいと思っております。人材確

保については、教員不足ということで、様々な方面と連携したり、

呼び掛けたりして行っておりますが、引き続き、市教委としても人

材確保に努めていきたいと思っております。 

 

日経新聞の７月の記事に、特別免許状等の制度活用がなかなか進

んでいない状況にあるという内容が掲載されていたため、少し気に

なって、質問させていただきました。是非、推進していただければ

と思います。よろしくお願いします。 

 

それでは、議案第３４号について、可決することでよろしいでし

ょうか。 

 

異議なし。 

 

議案第３４号については、原案可決と決しました。 

 

 

議 案 第３５号 令和４年度教育委員会９月補正予算の提案について 

教 育 長 

 

総 務 課 長 

 

 

 

 

次に、議案第３５号について、総務課長から説明をお願いします。 

 

 令和４年度教育委員会９月補正予算について、提案するもので

す。 

今回の補正予算は、歳出のみです。８１３万２千円を増額し、そ

の補正後の額を７４億３，１７８万６千円とするものです。 

次に、補正内容について、説明いたします。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

教 育 長 

 

 

全 委 員 

 

教 育 長 

市税等過誤納還付金、６５９万５千円の増額です。国からの交付

金である子ども・子育て支援交付金について、令和３年度の放課後

児童クラブ分の精算に伴う超過交付金の返還に要する経費です。交

付金については、約９，４７１万円の交付を受けておりましたが、

令和３年度分の確定額が約８，８１２万円の見込みとなり、差額を

返還するものです。 

新規事業、部活動地域移行検討事業費、１９万８千円は、本市の

状況に応じた休日の部活動の地域移行の在り方を検討するため、関

係団体等からなる部活動の段階的な地域移行に向けた検討委員会

を設置することに伴い、委員謝礼を増額するものです。 

職員人件費、１０５万７千円は、新型コロナウイルス感染症対策

のため、来年１月の成人式を二部制で開催することに伴い、会場の

消毒作業や受付場所の増設に要する人件費を増額するものです。 

新成人記念事業費、２８万２千円は、こちらも、成人式を二部制

で開催することに伴い、警備員増員に要する費用を増額するもので

す。 

 

それでは、議案第３５号について、可決することでよろしいでし

ょうか。 

 

異議なし。 

 

議案第３５号については、原案可決と決しました。 

 

 

議 案 第３６号 （仮称）会瀬スポーツ広場整備事業グラウンド整備工事の請負契

約の締結について 

教 育 長 

 

 

スポーツ振興課 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

次に、議案第３６号について、スポーツ振興課から説明をお願い

します。 

 

 （仮称）会瀬スポーツ広場整備事業グラウンド整備工事の請負契

約を締結するに当たり、予定価格が１億５,０００万円以上である

ため、議会の議決を求めるものであります。 

工事の名称は、（仮称）会瀬スポーツ広場整備事業グラウンド整

備工事です。 

工事の場所は、日立市会瀬町４丁目地内です。 

工事の概要は、整備面積１万５,０００㎡、排水工一式、人工芝

舗装工一式です。 

契約金額は、４億１,０３０万円です。 

契約の相手方は、りんかい日産・鈴縫・日立土木特定建設工事共

同企業体、代表者は、りんかい日産建設株式会社日立営業所所長、



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

委 員 

 

 

スポーツ振興課 

 

 

教 育 長 

 

 

全 委 員 

 

教 育 長 

髙瀬孝二氏です。 

完成の期限は、令和５年３月３１日、契約の方法は、一般競争入

札です。 

日立市スポーツ施設整備計画に基づき、折笠、諏訪、河原子北浜、

十王、中里に次ぐ市内６か所目のスポーツ広場として、基本的には

ラクビー場の仕様で整備しますが、専用仕様化はせず、サッカーや

グラウンドゴルフ等、他競技も幅広く実施できる施設として、整備

するものです。 

なお、令和５年７月供用開始を予定しております。 

 

 ほかにも整備工事があると思いますが、それは次の計画で実施す

るということでしょうか。 

 

 電気設備工事、外構工事、クラブハウス建設工事等については、

既に契約が済んでおりますので、まもなく着工する予定です。 

 

それでは、議案第３６号について、可決することでよろしいでし

ょうか。 

 

異議なし。 

 

議案第３６号については、原案可決と決しました。 

 

 

４  そ の 他  

(1) ２０２３年新成人記念事業について 

教 育 長 

 

 

生涯学習課長 

 

 

 

 

 

 

 

続いて、その他に移ります。 

その他(1)について、生涯学習課長から説明をお願いします。 

 

開催期日は、令和５年１月８日の日曜日です。 

開催方法につきましては、昨年度と同様に二部制での開催を予定

しております。 

会場は、日立市池の川さくらアリーナです。 

対象者数は、約２，０００人で、出席者は、対象者数のうち例年

の出席率である８割の１，６００人を見込んでおります。 

主催は、出身校からの公募や推薦による新成人４０人程度で構成

される２０２３年日立市二十歳の祝い実行委員会です。活動内容

は、記念式典等の企画、立案及び運営です。 

新型コロナウイルスの感染状況によって事業実施が困難な場合

は、日立市二十歳の祝い実行委員会において、開催方法の変更や中

止の判断をすることといたします。 



 

なお、事業の詳細につきましては、今後、内容が固まり次第、改

めて御説明いたします。 

 

 

(2) 小学校プール活用事業の実施結果について 

教 育 長 

 

 

スポーツ振興課 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

委 員 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

指 導 課 長 

 

次に、その他(2)について、スポーツ振興課から説明をお願いし

ます。 

 

事業の目的は、夏休み期間を利用した学校プールの開放事業を、

総合型地域スポーツクラブと共催で実施し、小学生に水に親しむ機

会を提供するとともに、泳力と体力の向上を図るものです。 

 実施校は、塙山小学校、大沼小学校、滑川小学校で、実施主体は、

それぞれ塙山コミュニティクラブ、ひたちみなみスポーツクラブ、

滑川ファミリースポーツクラブです。 

実施期間は、７月２１日木曜日から８月１０日水曜日までで、土

日を除きます。開催日は、各クラブによって異なります。また、本

事業については、市報への記事掲載により周知を行いました。 

参加者数は、１，３０８人で、令和３年度は５８２人でした。 

なお、雷雨に伴い７月２６日は、大沼・滑川小学校で中止、塙山

小学校は午後のみ実施しました。 

 

事業が効果的に進められ、たくさんの子どもたちが参加していて

良かったと思います。特に、塙山小学校、滑川小学校は、実施日数

も多いですし、今年の夏は暑かったので、盛況だったのではないか

と思います。 

この事業のほかにも、各小学校では、プール開放を行っているの

ですよね。夏休みの暑い日に、プール開放をしている小学校で、た

くさんの子どもたちがプールを楽しんでいるところを見たことが

あります。ただ、そこで子どもたちの世話をしていたのは、何人か

の先生たちでした。指導したり、危険がないように観察したりとい

うことがあるのだと思うのですが、学校の負担になっているのでは

ないかと思います。昔は、子ども会ごとに、保護者の方々が子ども

たちの世話をする様子も見られたのですが、今は、子ども会が活発

に動いていない状況なので、先生方の負担が増えているような気が

します。今年の夏のように暑いときには、子どもたちをプールに入

れてあげたいと思うのですが、各学校でプール開放をやっていると

ころで、先生方の負担軽減のために考えていることがあればお聞き

したいです。 

 

学校ごとの詳細については、把握しきれていないところがありま

す。校長先生のリーダーシップの下、教員の働き方改革が進んでお



 

 

 

 

 

スポーツ振興課 

 

 

りますので、学校に無理のない範囲での実施ということで進めてい

るところだと思います。今後、詳細を把握しまして、校長会とも連

携していきたいと考えております。 

 

プール開放事業は、平成２４年から実施しております。東金沢町

にあったかねさわ市民プールが廃止になり、それ以降、各学校にお

願いして進めていたのですが、現在は、実施していただく主体とな

る総合型スポーツクラブがあるところにお願いしております。今

後、実施できる学校を増やしていくことが課題であると認識してお

ります。 

 

 

(3) 電子書籍貸出サービス事業について 

教 育 長 

 

 

記念図書館長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

委 員 

 

 

次に、その他(3)について、記念図書館長から説明をお願いしま

す。 

 

電子書籍貸出サービスの提供開始後１年が経過しましたので、そ

の実績を報告するものです。 

コロナ禍で外出を控えている方、来館する機会のない方等に、い

つでもどこでも利用できる全世代ユニバーサル型のデジタルコン

テンツを提供することを目的に、令和３年７月２０日にサービスを

開始いたしました。 

書籍数は、令和４年７月３１日現在で１万１，２１７点、事業の

実績でございますが、貸出者数１，８３０人、貸出回数５，７２１

回となります。 

貸出者数、貸出回数の月別実績の傾向でございますが、導入初期

は、８月１８日から９月１９日までの臨時休館もあり、利用度が高

く推移しておりましたが、その後、減少傾向にあり、広報の充実が

課題と捉えております。 

次に、男女別の傾向としましては、女性は男性に比べ１．７倍の

利用状況であります。年代としましては、４０代、５０代で約４割

を超え、前後の３０代、６０代を含めると全体の約８割近くを占め

ます。一方、１０代後半及び２０代は全体の１割未満です。 

利用時間帯別の上位時間を見ると、１８時から２０時前後の時間

帯で約４割に利用され、夕食前後の時間に利用される傾向にありま

す。引き続き、統計資料を分析・解析し、利用者のニーズを踏まえ

て書籍の充実を進めてまいります。 

 

貸出者数や回数が徐々に減少しているように見えるのですけれ

ども、その理由や今後の対応について、もう少し具体的に考えてい

らっしゃることがあれば、教えていただきたいです。 



 

 

記念図書館長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

委 員 

 

 

 

委 員 

 

 

 

 

 

 

 

記念図書館長 

 

御指摘のとおり、減少傾向の理由については、新たな利用者の伸

びが鈍化しているということがございます。新規利用の促進に努め

る必要があると認識しております。まずは、学校との連携を推進し

たいと考えております。児童生徒に１人１台配備されているタブレ

ットを活用し、朝の読書の時間での電子書籍利用について検討いた

します。 

具体的には、著作権が消滅し、自由に利用できる青空文庫につい

て、小学校、中学校において実践できるモデル校を選定し、効果を

検証することや、小学校低学年から中学校の生徒まで幅広い年代層

に対応している読書読み放題パックの導入について検討したいと

思っております。青空文庫と同様に、同時に何人でも読めるという

メリットがございます。 

また、１０代後半から２０代にかけての利用者数が低い値にとど

まっています。ＱＲコード入りのチラシを用いて、市内各高校や茨

城大学工学部、茨城キリスト教大学などに電子書籍貸出サービスの

利用案内を進めていきたいと考えております。 

加えて、事業所についても、日立市商工会議所や図書館協議会委

員でもある市ＰＴＡ連合会長にも呼び掛けをお願いしているとこ

ろでございます。今後も、広報に協力いただける各種団体を拡充し

ていきたいと考えております。以上でございます。 

 

是非、学校で使っていただけると良いと思います。まだ、こうい

うものが使えるということを分かっていない子もたくさんいるか

と思いますので、広報をよろしくお願いします。 

 

電子図書のサービスが拡充することを願っております。ログイン

しやすい環境など、便利で、使いやすくなると良いと思います。図

書館でカード登録をした上で、ホームページからでないと見ること

ができないシステムを、例えば、ひたちナビ等を立ち上げて、ログ

インしている人はサービスを利用できるといったように、連動して

使いやすいようにしていただけると良いと思っております。よろし

くお願いいたします。 

 

電子書籍については、市内在住又は在勤・在学の方を対象として

おります。具体的には、図書館の利用カードをお持ちになっている

方に御利用いただいております。理由としましては、出版社の著作

権保護上、利用者を広範囲にすることができないためです。こうし

たことから、全国のどこでも取得できるアプリからのダイレクトな

利用はできない状況になります。委員から御提案いただきましたひ

たちナビとの連動については、ひたちナビの所管課と今後相談する

こととしてまいりたいと思います。 



 

 (4) 県・市指定文化財等の寄託について 

教 育 長 

 

 

郷土博物館長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

委 員 

 

 

次に、その他(4)について、郷土博物館長から説明をお願いしま

す。 

 

概要でございますが、対象となる文化財を所有する団体から、会

員の減少や高齢化などにより、その保存・管理が大変難しくなった

ため、博物館に託したいという申出がございました。この団体の現

状としましては、高齢の代表者が１人で管理しているという状況で

したので、対象文化財の調査を実施し、地元のコミュニティ組織な

どと協議を行い、文化財の寄託を受けることといたしました。 

対象文化財は、県指定文化財であります木造薬師如来坐像１躯
く

、

市指定文化財である日光・月光菩薩立像２躯、未指定ではございま

すが、前の３躯とともに保存されていた十二神将１２躯の合わせて

１５躯でございます。 

寄託前の所有者等について、所有者は久慈町薬師堂であり、寄託

後もこれは変わりません。しかしながら、保存会の会員が高齢者１

人のみであるということを踏まえまして、寄託後の保存会の事務取

扱いを地元の久慈学区コミュニティ推進会に引き受けていただく

予定で調整を進めているところでございます。 

文化財の所在地につきましては、寄託前の久慈町薬師堂から寄託

後は郷土博物館に移ります。 

管理責任者選任届につきましては、この寄託により、所有者が保

存・管理するのとは別に、郷土博物館で文化財を管理するため、新

たに管理責任者を選任する届を８月１日に県に提出したところで

ございます。 

展示の予定につきましては、害虫やカビの駆除を行うくんじょう

作業を現在完了させておりまして、引き続き、付着物等の除去作業

を行っております。全作業終了後に企画展示を実施予定でおりまし

て、時期としては、１０月以降に行う見込みです。 

簡単に御案内申し上げますと、県指定の木造薬師如来坐像につき

ましては、像の高さが約７３ｃｍ、台座を含めますと９２ｃｍほど

ございます。平安時代後期、１１世紀後半から１２世紀前半頃の制

作と考えられております。市指定の日光・月光菩薩立像２躯につい

ては、日光菩薩は７８ｃｍほどの高さ、月光菩薩は７６ｃｍほどの

高さがありまして、江戸時代の制作といわれております。十二神将

については、いずれも像の高さが６５ｃｍ前後で、明治末期の制作

となっております。 

 

保存会の方が高齢ということで、管理等を頑張っていただいてい

たと思うのですが、維持することが難しく、寄託という形になった

のだろうと思います。万燈会など、年に１回、お祭りが開催されて



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

郷土博物館長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

委 員 

 

 

いたと思うのですが、おそらく最近はそれもやられていないという

ことで、残念ではあります。指定文化財ですので、寄託という形で、

博物館で預かることになったのでしょうが、ずっと預かって、常設

展として皆さんに見てもらうのかなど、今後について教えていただ

きたいです。 

また、文化財で、仏像等が市内にもいくつかあると思うのですが、

地域で保存・管理している方の高齢化により、寄託という形になっ

てくるのではないかと心配しています。このように保存が心配され

る文化財について、ほかにも事例があれば教えてください。 

 

今回の場合、保存会の代表の方が大変熱心に文化財の状態を保っ

ていただいたということで、感謝を申し上げております。ただ、御

家族の方から、本人の体調のことも含め、貴重な文化財を守り通せ

ない可能性があることから、御要望がございましたので、地元のコ

ミュニティで保存の体制を担っていただけないかという調整をい

たしました。コミュニティにおいては、未指定の仏像や宗教的な祠

などを含めて管理するのはなかなか難しいというような協議をし

たところでございます。特に、今回の場合は、対象となる文化財が

県及び市指定のものであるということから、これらを適切に管理す

るためには、博物館で管理すべきという判断により、寄託を受けた

ものでございます。寄贈ではなく、寄託という形でお預かりしてい

るので、いつでもお返しすることができます。地元の方との調整の

中でも、この薬師如来坐像は、年に一度、一万燈という祭礼が行わ

れて、地元の方に愛されてきました。また、月に一回、護摩焚きと

いう祭礼を行っていましたが、いらっしゃる方が少なくなったた

め、数年前から実施されていないという状況でした。ただ、文化財

は地元の愛すべき宝だということで、地元に戻したいという意向が

あった場合には、保管する施設の整備とともにお返しすることも検

討していくという協議をしたところです。 

市内にあるそのほかの仏像等についてですが、現在、国、県、市

の指定文化財が合わせて７３件ございます。そのうち３躯の仏像

が、薬師如来坐像と日光・月光菩薩立像です。これらのほかに、仏

像等のような移動可能なものは、史跡など動かないものや無形のも

のを除くと、ほとんどがお寺や神社等の宗教法人の管理の中にあ

り、適切に管理していただいております。ただ、未指定のものは、

歴史的背景の価値やどういった由来のものなのかという調査がさ

れていないもの等も多々あると思いますので、そういったものの調

査等も含めて、今後の課題であると認識しております。 

 

やはり、文化財を地域で保っていくのはなかなか難しいと思いま

すので、寄託ではありますが、博物館の専門的な知識がある方が管

理していくのが一番良い形だと思います。もちろん、地域で保存で



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

委 員 

 

 

 

 

 

 

郷土博物館長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

きる体制が整えば、それが良いと思いますが、そのような方向でお

願いします。 

指定文化財は寺院等できちんと管理されているということなの

で、大丈夫だと思いますが、そうでないものについては、何らかの

手を加えられていることもあるので、なかなか指定が難しいのでし

ょうし、地域の方に守っていただくしかないのだろうと思います。

覚念寺の聖徳太子坐像についても、お寺の敷地内にあるけれども、

お寺が管理しているわけではないということなので、博物館には、

是非、そういったところを注視していただき、情報をつかんでいた

だければと思います。よろしくお願いします。 

 

今後、地元の方の高齢化等によって、文化財の管理が難しくなり、

文化財が流出したり、第三者に渡ってしまったりする心配もあると

思いますので、こういった管理については、積極的に進めていただ

きたいと思います。 

質問です。現在、文化財は、どのくらいの数があり、どのように

保管されているのでしょうか。 

 

まず、文化財は、大きく指定と未指定に分かれるのですが、指定

のものは、７３件ございます。それについては、指定されているも

のなので、毎年、厳格に状況確認をするなど、管理されています。

そのほか、未指定で、地域で民俗的にも大事にされているものも含

めますと、残念ながら全数の把握ができない状態です。個人のお宅

にある古文書など、古く日立市民の中で大事に守られているものが

たくさんあると思います。博物館が所蔵しているという点では、仏

像や美術品等の文化財、古文書等の歴史資料、戦争当時のもの、写

真など、いろいろなものを市民の方から寄贈いただいたり、寄託を

受けたりしております。そういったものを含めますと、約７万点ほ

ど博物館で管理しております。収蔵品の中で、仏像や美術品、古文

書などは、厳格な温度・湿度管理をしないと劣化が進んでしまいま

すので、博物館内の収蔵庫で管理しております。そのほか、そこま

での管理等が必要でないもの、例えば、遺跡等の調査により発掘し

た土器や石器などは、館外の豊浦小学校の敷地内にある収蔵庫２棟

に収蔵しております。また、行政の古い文書等は、市役所の施設内

の倉庫等での分散管理を含め、適正な管理をしているところです。

最近は、一般の市民の皆さんの文化財等に対する意識が高まってき

たと受け止めているのですが、古い農具や親が使っていた和装の服

など、こういうものがあるという御相談を受けております。その場

合、なるべく重複しない形で、貴重なものは寄贈していただき、博

物館で管理する方向で進めております。ただ、今後、収蔵庫の不足

が見込まれると思いますので、そちらの対応もしていきたいと考え

ております。 



 

委 員 

 

 

 

 

郷土博物館長 

 

 

今後とも適正な管理をお願いします。 

ホームページを見ると、画像のデータが出てきて面白いので、周

知していただけると、日立市にはこういうものがあるということが

市民にも分かるのではないかと思います。よろしくお願いします。 

 

昨年から、博物館のデータを全てクラウドに上げたことにより、

市民の方もネット上から収蔵品のデータベースにアクセスできる

ようにいたしました。ただ、どうしても、目録という位置付けにあ

るので、更に細かい情報を知りたい、映像等を見たいというニーズ

に十分お応えできる状況になっていないと認識しておりますので、

更に内容の充実を図るとともに、ＳＮＳ等でデータベースを御覧に

なっていただきたいという啓発もしてまいりたいと思います。 

 

 

(5) その他 

教 育 長 

 

生涯学習課長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

スポーツ振興課 

 

 

 

 

そのほか、案件はありますか。 

 

（口頭説明） 

ラジオ体操に関連いたしまして、２件、御報告いたします。 

夏期巡回ラジオ体操みんなの体操会についてです。 

先日、８月４日木曜日に、５２５人の方々の御参加を得まして、

無事に体操会を実施することができました。本市では、５年ぶりの

開催となりましたが、陸上競技場にお集まりいただき、一緒にラジ

オ体操を行っていただけたことで、ラジオ体操の町としての気運の

醸成を図る機会につながったのではないかと考えております。 

これを踏まえ、２回目となる、日立市長杯ラジオ体操コンクール

を１１月１９日土曜日に、池の川さくらアリーナを会場として実施

する予定でございます。現在、参加者の募集を行っておりまして、

９月３０日まで受け付けております。今後、応募状況等がまとまり

次第、改めて委員の皆様に御報告させていただきます。 

 

（口頭説明） 

全国高等学校野球選手権大会の結果について、御報告いたしま

す。 

全国高等学校野球選手権大会に出場した明秀学園日立高等学校

野球部は、１戦目の鹿児島実業高等学校戦では、接戦をものにし、

見事に勝利いたしました。 

ベスト８をかけた２戦目では、今回優勝の仙台育英学園高等学校

と対戦し、接戦となりましたが、惜しくも敗れました。しかし、大

舞台で躍動する選手の姿は、多くの市民に夢と感動を与えてくれた

ものと思います。 



 

以 上 

５ 次回の教育委員会の日程について 

教 育 長 

 

 

総 務 課 長 

 

 

 次回の教育委員会定例会の日程について、総務課長からお願いし

ます。 

 

令和４年９月２２日木曜日、午後１時３０分から、日立市役所３

階３０４・３０５号会議室で開催予定です。 

 

 

６  閉  会  

教 育 長 

 

以上をもちまして、教育委員会８月定例会を終了いたします。 

 

 



（１）令和４年第３回市議会定例会について 

 

１ 会期 

  令和４年９月１日（木）から９月２６日（月）まで【２６日間】 

２ 主な質問及び答弁の概要 

 (1) 一般質問 

下山田 幹子 議員（公明党） 

○子どもたちの命と安全を守るための取組について 

【暑さから子どもたちの命を守るための取組について】 

教育部長 学校体育館へのエアコン設置については、熱中症予防、防災機能の向上に資す

るものである。体育館改築に合わせ、久慈小及び十王中に設置し、効果が確認で

きている。既設体育館への設置に当たっては、財源や施設の構造等が課題となる。

今後、建築年度が新しい学校体育館も含め、エアコン整備について検討していく。 

【犯罪から子どもたちを守るための取組について】 

教育部長 子どもたちを守るための防犯対策については、自警団、防犯ボランティア等によ

る立哨・見守り活動が、今後、困難になると考えられる。このため、持続可能な体

制の構築を検討していく。 

通学路への防犯カメラ設置の拡充については、不審者等による犯罪の防止を図

るため、複数の目で安全・安心を確保することは、重要であると考えている。その

ため、関係機関へ設置を働き掛け、通学路の安全確保に努めていく。 

 

 

今野 幸樹 議員（市政クラブ） 

○学校教育現場について 

【児童生徒・保護者・教職員・学校職員を取り巻く環境改善への取組について】 

教育部長 学校のＩＣＴ機器については、現在、教職員用タブレット８０台の配備を進め

ている。電子黒板は９８台配備しており（うち令和４年度配備は３１台）、プロジ

ェクターの更新に合わせ、令和７年度までに、全普通教室に配備する計画である。 



生活指導員の配置については、教育委員会が、学校からの要望を受け、対象児

童生徒の状況を把握し、必要性を総合的に判断している。今年度は、小学校２１

校、中学校１校に計７３名を配置している。年度途中からであっても、必要性が

認められる場合は、生活指導員を配置していく。 

給食費の督促業務等については、平成２７年度から給食費を公会計化し、教育

委員会が督促、納付相談、滞納整理等を行っている。引き続き、学校が担う業務

を明確・適正化し、働き方改革の観点からも、学校現場の負担軽減に努めていく。 

 

 

堀江 紀和 議員（民主クラブ） 

○公設児童クラブの継続利用について 

教育部長 児童クラブについては、原則として、育児休業及び育児休暇期間中は退所とな

る。議員から提案があった育児休業等期間中の利用要件の緩和は、有効であると

考えられるので、ニーズの把握やクラブ室の確保等、実施に向けた検討を進めて

いく。今後も、全ての家庭が安心して子育てできる環境づくりに努めていく。 

 

 

豊田  茂 議員（民主クラブ） 

○市民が安全に暮らせるまちづくりについて 

【登下校時における児童の安全確保について】 

教育部長 地域の方々に協力いただいている見守り活動などは、保護者負担の増加、ボラ

ンティアの高齢化等により、困難となることが懸念される。そのため、議員から

提案があったシルバー人材センターへの委託、「ながら見守り」を含め、持続可能

な見守り体制を検討していく。今後も、登下校時の一層の安全確保に努めていく。 

 

  



伊藤 智毅 議員（ひたち未来） 

○日立市の特別支援教育について 

【特別支援学校の位置づけと建て替え】 

教育部長 本市は、昭和４３年４月に日立養護学校を設置し、教育と福祉の両立を図って

きた。老朽化、狭あい化等の課題が生じており、整備基本計画の策定を進めてい

る。現在地への整備を基本に考えており、子どもたち、保護者等が誇りに思える

学校を目指していく。また、引き続き、県への移管を求めていく。 

【特別支援教育の児童生徒数と教職員の現状と課題】 

教育部長 児童生徒数については、今年度の日立特支は１４４人であり、５年間ほぼ横ばい

である。特別支援学級は７６２人であり、５年前から４４人増えている。特別支援

学校教諭免許状の保有率については、日立特支は、正規教諭４４人全員が保有して

おり、講師等を含む全教員としては８１％である。特別支援学級担任等は３４％で

あり、国・県と同様、保有者数が少ないことが課題である。 

【特別支援教育（学校、学級）の方向性】 

教育部長 日立特支及び特別支援学級においては、児童生徒数が現在の傾向で推移すると

仮定すると、ともに現在と同程度の学級数で受け入れることができる。今後も、

先行事例を参考に調査研究を進めるなど、「ひたちらしい」特別支援教育の更なる

推進に取り組んでいく。 

 

 

添田 絹代 議員（公明党） 

○日立風流物展示施設整備事業について 

教 育 長 この３年間、コロナ禍により公開の機会が失われている。保存団体は、練習が

できず、後継者の確保や育成の課題を抱え、活動の継続に苦慮している。収蔵施

設は、老朽化や段差、搬出入口の狭さ等から、早急な整備が求められている。 

貴重な文化財を守りつないでいくため、展示、保存、継承、交流の機能が必要

である。これらの機能を総合的に備える拠点施設の整備について、諸課題を整理

し、進めていきたい。 

 



○日立特別支援学校での学校給食再調理について 

【南高野学校給食共同調理場による再調理給食の提供について】 

教育部長 再調理※については、一人一人の食形態の違い、調理後の温度管理、衛生管理

等課題が多い。日立特支においては、児童生徒の安全確保のため、様々な面で保

護者に協力いただいているが、毎日の再調理は負担が大きいため、負担軽減策を

検討していく。 

※ ミキサー、フードプロセッサー等を使い、柔らかくしたり、とろみをつけたりすること。 

【基本計画策定を進めている日立特別支援学校への再調理室整備について】 

教育部長 老朽化のほか、児童生徒の増加に伴う教室不足など多くの課題があり、本年度

中に施設整備の方向性を示す。現状と課題を整理し、必要な機能を検討するとと

もに、設置基準等を踏まえて計画を策定する。子どもたちが、安全・安心な給食

を一緒に食べることができるよう、再調理室の整備についても検討していく。 

 

 

藤森 結花 議員（市政クラブ） 

○特別支援教育の支援体制について 

【日立特別支援学校について】 

教育部長 現在抱えている課題については、老朽化に加え、狭あい化しており、教室等の

不足（隣接する多賀中の一部使用、高等部がプレハブ校舎使用、医療的ケア室の

未確保）、スクールバスの転回が不可能など、十分な施設といえる状況ではない。 

教員配置への対応については、ハローワークや求人サイトの活用、県や他市町

村、大学との連携、定年退職する教員への呼び掛け等を通して、講師の採用に努

めている。正規職員の教諭についても、一人でも多くの配置を県に要望している。 

今後の在り方については、改築等を視野に入れ、本年度中の整備基本計画の策

定、早期の事業実施に向けて取り組んでいる。今後も、県立特別支援学校との連

携を更に深め、県立化の要望活動を継続していく。 

 

 



【特別支援学級について】 

教育部長 現在抱えている課題については、現在の学級数は１３７学級（小・中３７校）、

在籍児童生徒数は７６２人であり、この５年間で４４人（約６％）増加した。支

援の質について、更なる向上を図る必要があるため、研究・検討を重ねていく。 

各学校における特別支援教育の推進体制については、本市においては、特別支

援学級担任等を対象とする研修や、指導主事や日立特支のコーディネーターによ

る学校訪問等により、教員支援の質の向上を図っている。引き続き、教員の専門

性向上と支援体制の更なる充実に努めていく。 

【（仮称）特別支援教育課の設置について】 

教育部長 県は、教育庁と教育研修センターに、それぞれ特別支援教育課を設置している。

県内の市町村が特別支援教育課等を設置している例はない。本市においては、教

育委員会全体で特別支援教育の推進に取り組んでいる｡今後も、支援体制の更な

る充実に向け、専門的に対応する課の必要性も含めて検討を進めていく。 

○オーガニック給食について 

教育部長 本市が学校給食で消費する大量の食材を、生産量が限られるオーガニック食材

に置き換えることは極めて難しく、給食費への影響も避けられない。しかし、オ

ーガニック食材については、食育の面から子どもたちに紹介することは大切であ

り、給食に取り入れることについても研究していく。 

 

 

石井 仁志 議員（ひたち未来） 

○総合型地域スポーツクラブの現状と今後 

【市内の地域スポーツクラブの現状】 

教育部長 本市においては、県内最多の４つのクラブがあり、幅広い世代の会員（約千人）

が活動している。ヨガ、健康体操、テニス等のほか、複合スポーツ教室、部活動

との連携、歴史教室等も行われている。本市は、クラブの設立時から支援を行い、

自主的で持続可能な運営を目指している。今年度からは、市、スポーツ協会、ク

ラブによる情報交換を行っている。 



【地域スポーツクラブから見た中学生部活動の受入れ】 

教育部長 運動部活動の地域移行に関する有識者会議は、提言の中で、スポーツ団体等の

整備・充実に係る財源確保策、指導者不足への対応や活動場所の確保策検討の必

要性を示している。また、熱意ある教員への配慮に言及している（兼職兼業関係）。 

本市においては、７月に関係者の懇話会を開催し、１０月には「部活動の段階

的な地域移行に向けた検討委員会」を設置する予定である。子どもたちの地域に

おけるスポーツ活動に関し、支援の在り方について検討を深めていきたい。 

 

３ 教育福祉委員会 

＜議案＞ 

 (1) 議案第４０号 令和４年度日立市一般会計補正予算（第４号）の所管部分 

           歳出 第１０款 教育費 

 (2) 議案第４８号 （仮称）会瀬スポーツ広場整備事業グラウンド整備工事の請負契約の

締結について 

＜報告＞ 

 (1) 報告第１２号 令和３年度日立市一般会計継続費精算についての所管部分 

 (2) 報告第１４号 令和３年度日立市基金運用状況についての所管部分 

           令和３年度日立市奨学金貸付基金 

 

以 上 



（２）令和５年度日立市立幼稚園等の園児募集について 

 

１ 日立市立幼稚園・認定こども園（１号認定）在園児数及び募集人数 

園 名 
在園児数(Ｒ４．９．１現在) 募集人数 

４歳児 ５歳児 計 ４歳児 ５歳児 

櫛 形 幼 １３ １２ ２５ ３０ 若干名 

田 尻 幼  ４  ６ １０ ３０ 若干名 

大 沼 幼  ７  ７ １４ ３０ 若干名 

み や た（認） １１ １１ ２２ ３０ 若干名 

はなやま（認）  ７ １０ １７ １５ 若干名 

 

２ 入園資格 

  日立市内に居住する４、５歳児（令和５年４月１日までに住民となる幼児を含む。） 

 (1) ４歳児 平成３０年４月２日から平成３１年４月１日までに生まれた幼児 

 (2) ５歳児 平成２９年４月２日から平成３０年４月１日までに生まれた幼児 

 

３ 募集方法 

 (1) 入園願書 

   申込みに必要な願書等を、１０月５日（水）から、市立の各幼稚園及び認定こ

ども園で配布します。 

 (2) 願書受付 

  ア 受付期日  １１月１日（火）及び２日（水） 

  イ 受付場所  入園を希望する市立幼稚園又は認定こども園 

(3) 募集案内 

１０月５日号市報及び市ホームページに掲載します。 

 

４ 月額保育料  

令和元年１０月１日からの幼児教育・保育の無償化に伴い、保育料は無料です。 

 

５ 参考（教育・保育を利用するための認定区分） 

  １号認定： 幼稚園や認定こども園の教育を利用（満３～５歳児） 

  ２号認定： 保育所や認定こども園の保育を利用（満３～５歳児） 

  ３号認定： 保育所、認定こども園等の保育を利用（０～２歳児） 

 

以 上 



（３）百年塾フェスタ＆子どもまつり２０２２について 

 

１ 日 時   令和４年１０月９日（日） 午前９時から午後３時まで 

２ 会 場  市民運動公園  

３ 主催者  ひたち生き生き百年塾推進本部、日立市子ども会育成連合会 

４ 内 容 

百年塾フェスタ（ひたち生き生き百年塾推進本部）と子どもまつり（日立市

子ども会育成連合会）を合同開催し、生涯学習の発表の機会とするとともに、 

来場者が楽しみながら生涯学習に触れる機会を提供する。 

(1) 百年塾フェスタ（ひたち生き生き百年塾推進本部） 

ア 場 所  池の川さくらアリーナ（柔剣道場、スポーツラウンジ等） 

イ 内 容   

(ｱ) 市民教授等の作品展示 

(ｲ)  生涯学習に関する体験 

ドローン、バルーンアート、笑い文字など 

   (ｳ) 日立二高ＪＲＣ部による「お花のじゅうたん」の制作 

(2) 子どもまつり（日立市子ども会育成連合会） 

ア 場 所  スポーツ広場（池の川さくらアリーナ前） 

イ 内 容 

(ｱ) 学区子ども会単位の出店 

(ｲ) 職業探検少年団の出店 

ａ 農業探検少年団   団員による農作物の販売 

    ｂ 観光探検少年団   団員による市内特産品の販売 

    ｃ 林業探検少年団   

    ｄ 水産業探検少年団   

５ その他 

(1) 会場入口にゲートを設置し、検温及びアルコール消毒を実施する。 

来場者は、ゲート通過後にタグを身に着ける。 

 (2) 併せて、同日、同会場で（公財）日立市スポーツ協会のイベント「ぷら・

スポ」が開催される。 

 

 

 

 

 

 

市民運動公園スポーツ広場     子ども会 射的コーナー     お花のじゅうたん（日立二高） 

以 上 

バッジとマイバッグつくり体験コーナー 







 

 

 

                  

 

 

 

 

 

読書週間（10/27～11/9）にあわせて、児童文学作家・佐々木ひとみさんをお招きし、 

本との出会いから児童文学作家になるまで、作品に込めた想い、未来に伝え続けたいこ 

となどをお話しいただきます。児童文学の世界を楽しんでみませんか。 

紙芝居『大煙突とさくらのまち』の原画・パネル展示も予定しています。 

 

 

◆日 時  令和4年10 月30 日（日） 午後2 時～午後3 時30 分 

◆場 所  日立市立多賀図書館  4 階 大ホール   

        

◆講 師  佐々木ひとみさん（日立市出身、児童文学作家、コピーライター） 

◆定 員  60 人 ※申し込み先着順、入場無料     
            

◆申し込み   9 月 28 日(水)午前９時 30 分から、電話または直接記念図書館へ 

            お申し込みください。 

◆申し込み・問い合わせ先                
      電話 0294-24-7714 IP 電話 050-5528-4946 

          住所 〒31７-0073 日立市幸町 1-21-1 

 
 

 

 

 

            

 

 

 

 

 

 

 

 

 
～児童文学で未来に伝える～  

（住所 〒316-0006日立市末広町 1-1-4 電話 0294-33-2655） 

日立市立記念図書館 

 

 
紙芝居『大煙突とさくらのまち』 

脚本：佐々木ひとみ、絵：栗城みちの 

発行：日立ロータリークラブ 

制作：大煙突とさくら 100 年プロジェクト 

 新型コロナウイルス感染拡大防止のため、入館時に手指の消毒及びマスクの着用をお願いします。

また、熱のある方、体調のすぐれない方は参加をご遠慮ください。            

 

【佐々木ひとみさん プロフィール】 

日立市出身、仙台市在住。2010 年日立市十王町を舞台に

した『ぼくとあいつのラストラン』（ポプラ社）で第 20 回

椋鳩十児童文学賞を受賞（映画『ゆずの葉ゆれて』原作）。

作品に『兄ちゃんは戦国武将！』（くもん出版）、『ドラゴン

のなみだ』（学研プラス）、『ストーリーで楽しむ伝記 伊達

政宗』（岩崎書店）、紙芝居『大煙突とさくらのまち』（大煙

突とさくら 100 年プロジェクト）などがある。髙原社主宰。

日本児童文学者協会・日本児童文芸家協会会員。 

 

 

～児童文学で未来に伝える～  

日立市立記念図書館 開館６０周年記念文学講座 

 

https://frame-illust.com/fi/wp-content/uploads/2014/10/671250010d86c2c2f15ab9e4453a31ec.png
https://frame-illust.com/fi/wp-content/uploads/2014/10/671250010d86c2c2f15ab9e4453a31ec.png


特別展示 竹内彰の陶芸
― “伝統”から“造形”へ ―
2022年9月23日［金・祝］→11月6日［日］
開館時間：午前9時30分→午後4時30分［入館は午後4時まで］　休館日：9月26日（月）,10月31日（月）

主催：日立市郷土博物館
観覧料：無料

竹
内
彰《
灰
釉
鉄
絵
皿
》一
九
七
○
年
／
日
立
市
郷
土
博
物
館
蔵

竹
内
彰《
焼
〆
赤
絵
幾
何
学
文
扁
壺
》一
九
九
三
年
／
日
立
市
郷
土
博
物
館
蔵

かみね公園入口

日立市郷土博物館
〒317-0055 茨城県日立市宮田町5-2-22
Tel.0294-23-3231  Fax.0294-23-3230
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特別展示 竹内彰の陶芸
― “伝統”から“造形”へ ―

　日立製作所が社内外の文化向上を目的に1937年（昭和12）に開いた大甕陶
苑は戦後、より本格的な陶房として操業するために、京都市立美術大学（現・京
都市立藝術大学）に人材の紹介を依頼しました。そうして日立へやってきた若き陶
芸家が竹内彰と加守田章二の二人でした。
　福井県勝山市で生まれた竹内彰（1931─2002）は大学で富本憲吉と近藤悠
三に師事し、専攻科を修了した1956年（昭和31）に大甕陶苑に赴任しました。そ
れ以降の竹内は2001年（平成13）に陶苑がその歴史の幕を閉じるまで同所の中
心として作陶に携わり、竹内彰自身としての制作・発表も精力的に行いました。
　1964年（昭和39）には、民芸的な文様を大胆に施した《灰釉鉄絵皿》によって日
本伝統工芸展会長賞を受賞し、1970年にも再び同賞を受賞するなど、1970年代
に至るまで大皿のシリーズが高い評価を受けています。1970年代半ば以降は南ア
メリカの古代文化や当地の遺跡の質感などに影響を受けるようになり、以降1990
年代をとおして、竹内生来の特徴である伝統様式に根ざした抽象文様とシンプル
で力強い造形とを、より自由な方向へ展開していきました。
　この展覧会は、伝統的な工芸美を起点に、時に骨太に、時に洗練された造形を
日立において展開してきた竹内彰の生涯にわたる作品を一同に紹介します。あわ
せて竹内の監修による、大甕陶苑作品についても展示します。竹内彰（1992年）

《染付蟷螂大皿》1954年

《焼〆色絵幾何学文扁壺》1995年

《焼〆彫絵文壺「JOY」》1986年頃

《花器》1957年

《白釉鉄絵掻落文壺》1985年

《焼〆角壺》1978年頃

日立中央 I.C.
日立市役所

かみね動物園
𠮷田正音楽記念館
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郷土博物館

関連催事：展示解説［当館学芸員が展示作品について解説します］ 10月1日［土］・10月22日［土］・11月5日［土］いずれも午後2時→午後3時 展示室にて

かみね公園入口

日立市郷土博物館
〒317-0055 茨城県日立市宮田町5-2-22
Tel.0294-23-3231  Fax.0294-23-3230

博物館脇に7台分程の駐車場がございますが、
満車の場合はかみね公園駐車場をご利用ください。

JR常磐線日立駅中央口よりバス乗車、
「神峰公園入口」下車、徒歩1分
常磐自動車道日立中央インターから10分

交 通


